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まえがき 

 
 諸戸北郎博士は、明治 45 年 12 月に東京市より、水源林の荒廃地復旧のため

多摩川上流萩原山地区の砂防工事のための調査を委嘱された。それ以降、度々

水源林に調査のため訪れており水源林に係わる多くの写真を残している。また、

昭和 3 年～昭和 19 年に発刊された砂防協会の機関誌「砂防」に 7 編の東京市水

源林旅行記を書いており、水源林内の荒廃状況、砂防工事や量水堰堤の状況に

ついて多くの記述がみられる。 
 東京都水道歴史館（文京区本郷二丁目）には、明治末期以降の東京都水道水

源林を写した膨大な量の写真が所蔵されている。これらの写真は東京都水道歴

史館が所蔵しているガラス乾板を電子化したものであり、地域毎、テーマ毎に

は分類がなされていない。 
平成 26 年 12 月 25 日に東京都水道歴史館において、諸戸博士と東京都水道水

源林との関係を調べる上で有用であると思われる写真 278 点を収集した。これ

らの写真について、種別（砂防工事関連・文化・諸戸博士）、都道府県名、地区

名、地名・渓流名、撮影年月日、写真コメントなどのデータを記した写真リス

トを作成し、データベース化を行った。 
この「諸戸北郎博士関連 東京都水道歴史館所蔵写真集」は、上記のデータ

ベースを基に、収集写真を地域等に分類整理したものである。 

 
これらの写真について、砂防工事と量水堰堤に関する写真は「砂防工事関連」

とし、建物（学校、水源林事務所、神社など）と人物写真については「文化」

として整理した。また、諸戸北郎博士が写っている写真については「諸戸博士」

として整理した。 
 さらに、「砂防工事関連」および「文化」の写真については、撮影された地区

が判明しているものを「萩原山地区」、「丹波山村地区」、「小河内村地区」、「氷

川村地区」、「小菅村地区」に区分し、判明していないものを「その他」とした。 

 
 写真の収集にあたっては、東京都水道歴史館の吉田雅之企画調査責任者、吉

田悠子司書にご協力いただいた。 
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諸戸北郎博士砂防業績研究会 
代表 西本晴男 
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○本写真集について 

本写真集の各写真には原則として写真の下に、ID 番号（Ｒ○○○）と写真に関するコメ

ント、撮影時期を記した。コメントは写真の撮影された位置と撮影対象（堰堤・荒廃地・

人物・建物など）について、東京都水道歴史館の写真コメントなどをもとに、付与したも

のである。なお、撮影時期については、他の文献等と異なる場合はその旨を明記した。 

本写真集における沢の名前については、原則としてカタカナで表記している。 

「諸戸北郎博士収集写真集，諸戸北郎博士砂防業績研究会，2013」（以下、諸戸博士写真

集）に掲載されている写真と同一の写真については、「【諸戸博士写真集○○○と同一写真】」

（○○○は、諸戸博士写真集における写真番号）と記した。同様に、「「砂防」口絵写真集，

諸戸北郎博士砂防業績研究会，2014」に掲載されている写真についても「【「砂防」口絵写

真集△△△と同一写真】」（△△△は、「砂防」口絵写真集における写真番号）と記した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本写真集における記載例 

ID 番号 

諸戸博士写真集における写真番号

「砂防」口絵写真集における 

写真番号 



 

 これまでの成果として本写真集も含めた４冊の諸戸北郎博士関連写真集がある。それぞ

れの表記方法を示す。 

表 諸戸北郎博士関連写真集の表記方法 

写真集名 写真例 写真の説明 

諸戸博士写真集 

 

番号は平成 24年度成果品データ

ベース番号。 

キャプションは諸戸博士のアル

バムより手書きの記載をテキス

ト化した。 

「砂防」口絵写真 

 

番号は「s＋号数＋号内の順番」。

キャプションは掲載されていた

内容をテキスト化した。 

東京都水道歴史館

所蔵写真 

 

番号は平成 26年度成果品データ

ベース番号。 

キャプションは、水道歴史館の

写真コメントを基に付与した。 

愛知演習林  番号は平成 26年度成果品、諸戸

北郎博士愛知演習林所蔵写真集

番号。 

キャプションは、諸戸博士のア

ルバムより手書きの記載を写真

コメントとして付与した。 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

  

「水道水源林 100 年史，東京都水道局，2001，p.24-25」に加筆 

注）各村界および萩原山地区の界は、大正 15 年昭和元年度東京市水道水源林事業報告（東

京市水源林事務所，1928）を参考に加筆した 
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１．砂 防 工 事 関 連 

 

 



 

 

  



2 

1.1 萩原山地区 

 萩原山地区の中で写真の撮影位置の特定が可能な渓流・地域を黒丸で囲った。なお、馬

場沢、観音滝、笠取沼、大木賊沢については位置の特定ができなかった。 

  

萩原山地区 写真撮影位置図 

「水道水源林 100 年史，東京都水道局，2001，p.24-25」の地図に一部加筆 

雁（ガン）峠
笠取山

犬切峠 

高橋川 

柳沢川

カネバ沢

ハビロ沢 

ヒノキオ沢 

オオトクサ沢 

柳沢峠

萩原山地区

落合 

犬切沢 
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1.1.1 落合 

 

 

R001 落合附近の状況（大正 2 年） 

R002 落合集落の状況（大正 15 年） 
（注）水源林 80 年の歩み（東京都水道局，1982）にある口絵写真では大正 2 年撮影と記載 
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R006 落合集落（撮影時期不明） 
（注）R002 と R004 の間に撮影されたと思われる。 

R004 落合集落 昭和 2 年の状況（昭和 2 年 8 月 22 日） 
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R003 落合集落 祭（昭和 2 年 5 月 21 日） 

（注）R004～R005 の間に撮影されたと思われる。 

R005 落合集落 昭和 15 年（植付 27 年目）の状況（昭和 15 年） 
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R002、R003、R006 の写真の撮影時期についての考察 

 R002～R006 の写真の山地や家屋の状況から撮影時期について考察した。写真中の丸印

は同一の建物である。 

  

R003 昭和 2 年 5 月 21 日撮影 
（注）R004～R005 の間に撮影され

たと思われる。 

R006 撮影時期不明 
（注）R002 と R004 の間に撮影され
たと考えられる。 

R004 昭和 2 年 8 月 22 日撮影 

R005 昭和 15 年撮影 

R002 大正 15 年撮影 
注）大正 2 年撮影の可能性あり 

R002 は、東京都水道歴史館の写真コメントでは、「大正 15 年撮影」

とあるが、水源林 80 年の歩み（東京都水道局，口絵写真，1982）で

は大正 2 年撮影と記載されている。 

大正十五年昭和元年度東京市水道水源林事業報告（東京市水源

林事務所，1928，p.17）によれば、当地区は大正 2 年から造林が始

められた。R002 の背後地がはげ山であることから、砂防工事の施工

前もしくは施工直後と考えられる。 

R006 は、R002 と R004 の間に撮影された写真と考えられる。 

木々が R002 よりも繁っていることや、家屋の数が R002 よりも多いこ

とから、R002 よりも後年に撮影されている。 

また、R004 よりも木々が成長していないことから、R004 よりも前年に

撮影された写真である。 

 

R003 は、R004 と R005 の間に撮影された写真と考えられる。 

東京都水道歴史館の写真コメントでは、「昭和 2 年撮影」とある

が、R004 と比べると写真中央の家屋（黄色い丸印）よりも手前の家

屋が畑となっており、R004 よりも後年の写真である。 

また、R005 よりも木々が成長していないことから R005 よりも前年

の写真である。 

本写真集 p.125 のＲ016 は R003 と同様の祭飾りをした集落の写

真があり、「13 年 5 月 21 日」と記入されている。R003 の写真に記入

された文字が擦れて、「13 年 5 月 21 日」を「2 年 5 月 21 日」と判読

した可能性がある。 
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 R007 は、R005 よりも後年に撮影された写真と考えられる。 

 木々が R005 よりも繁っていることや、写真手前の家屋の屋根がトタン張りになってい

ることから、R005 よりも後年の写真である。 

 

  

R007 落合集落（撮影時期不明） 
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R008 落合集落（撮影時期不明） 
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R009 落合 水神社拝殿よりみたる金場・松尾（昭和 4 年 5 月） 

R010 落合及び水神社奥宮遥拝所（裏焼き）（昭和 5 年 8 月） 
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R011 落合集落（撮影時期不明） 

R012 落合気象観測所（撮影時期不明） 
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R013 落合集落付近 植付後の状況（大正 11 年 11 月 7 日） 

R014 落合・鈴木屋前より 柳沢川下流の植栽後の状況（昭和 2 年 8 月） 
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1.1.2 ハビロ沢 

 

落合集落 周辺図 

この地図は、国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図（丹波，明治 43 年測量）を利用した 

  

カネバ沢 

ハビロ沢 

シシネド沢 

⾼橋川 
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R033 ハビロ沢 量水堰堤 大正 4 年施工（大正 5 年 1 月） 

R034 ハビロ沢 量水堰堤 砂防講習生（撮影時期不明） 
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R035 ハビロ沢 量水堰堤（工事中）（昭和 4 年 8 月 11 日） 

【砂防 8 号，45p，8 ⽉ 11 ⽇に関連記事あり】 

R036 ハビロ沢 量水堰堤（昭和 5 年 2 月） 
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R037 ハビロ沢 量水堰堤（昭和 5 年 5 月） 

R038 ハビロ沢 量水堰堤（昭和 5 年 6 月） 
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R039 ハビロ沢 量水堰堤（昭和 5 年 9 月） 

R040 ハビロ沢 量水堰堤（昭和 6 年 5 月 19 日） 
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R041 ハビロ沢 量水堰堤（昭和 7 年 4 月） 

R042 ハビロ沢 石堰堤（大正 5 年 11 月） 
【諸⼾北郎博⼠収集写真集 141 に⼤正 8 年撮影の写真あり】 

【「砂防」⼝絵写真集 S05-1 と同⼀写真】 
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R043 ハビロ沢 石堰堤 復旧 10 年後（大正 14 年 8 月） 

R044 ハビロ沢 石堰堤 復旧 10 年後（大正 14 年 9 月） 



 

19 
 

 

 

 

  

R045 ハビロ沢 石堰堤 復旧 12 年後（昭和 2 年 8 月） 

R047 ハビロ沢 奥石堰堤と崩れ（昭和 15 年 10 月 17 日） 
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R048 ハビロ沢 石堰堤 大正 4 年施行（大正 5 年 4 月） 

【諸⼾北郎博⼠収集写真集 1015（⼤正 5 年 11 ⽉）と同⼀写真】 
【「砂防」⼝絵写真集 S39-1 と同⼀写真】 

R049 ハビロ沢 石堰堤 砂防工事施工後 6 年目（大正 9 年 8 月） 

【「砂防」⼝絵写真集 S39-2 と同⼀写真】 
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R050 ハビロ沢 石堰堤 砂防工事施工後 6 年目（大正 9 年 8 月） 

R051 ハビロ沢 石堰堤 砂防工事施工後 7 年目（大正 10 年 7 月 22 日） 

【諸⼾北郎博⼠収集写真集 1005（撮影時期不明） 本写真以前のものと推定される】 
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R052 ハビロ沢 石堰堤 砂防工事施工後 7 年目（大正 10 年 7 月 25 日） 

R053 ハビロ沢 石堰堤（撮影時期不明，写真に「10 年」の文字あり） 
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R054 ハビロ沢 石堰堤 砂防工事施工後 13 年目（昭和 2 年 8 月） 

R055 ハビロ沢 石堰堤 （撮影時期不明） 
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R056 ハビロ沢 石堰堤 砂防工事施工後 21 年目（昭和 10 年 8 月 20 日） 

R057 ハビロ沢 石堰堤（施工中）（大正 5 年 11 月） 
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R058 ハビロ沢 山腹状況（大正 3 年） 

R059 ハビロ沢 山腹状況 大正 3 年植付 

（撮影時期不明，写真に「7 年 1 月 22 日」の文字あり） 
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R060 ハビロ沢 山腹状況 植付後 8 年目（昭和 10 年 7 月 22 日） 

R061 ハビロ沢 山腹状況 大正 3 年植付 

（撮影時期不明，写真に「5 年 9 月 13 日」の文字あり） 
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R062 ハビロ沢 山腹工（大正 5 年 11 月） 

R063 ハビロ沢 大正 3 年植付地（撮影時期不明） 




